







































































































































化と差別 化を支えてい 意識 にもとづく賎










































































































































































































































































学習展開 予想 され る児童の反応
1 室町時代の文化につ ○祭 り,盆踊 り,生け花,
いて調べた ことを発表 茶 の湯,書院作 り,症
する0 園,水墨画,能など,




2 銀閣寺の庭を造 った ○心の落 ち着 く,素晴 ら
又四郎の言葉 と出会 う0 しい庭 だ○ なぜ,差別
され るのだろう0
3 差別 されていた人々 ○人々の生活に必要な も




〇 日分 たちとは違 う人 た
ち として差別 された○
4 又 四郎の言葉の意 味 ○差別 され ることが くや
を見つめなおす0 しい〇

































































2 竜安寺の石庭のなぞ ○心 の落ち着 くすば らし





























































「聖 な る仕 事 を す
る人 々 」を い う勉
強 をしましょう0
愛 嬢 る 綾 事 を ず る 減 摩
平安時代から堯町時代の人々の考え方
(2)
こ の 絵 の 中 に 菅 藤原時平
原 道 真 が い ま
三尊沸行
す 0ど こに い る で
三番浄鼓
しようか 。
(資 料 :「北 野 天





菅 原 道 真 が 北 野
菅原道真のタタリをめぐって
・901年 道真、でつちあげで大串府に左遷I
天 満 宮 に 祭 られ








三 善 清 行 の 子 の
r遺賢上人冥土紀」(沸行の子)
.天上界の逆井
遺 賢 上 人 は 次 の
よ うな 言 葉 を 残 し
て い ます 0







人 冥 土 記 」) 「蝣&蝣*!も・ォIKK
(5)
貴 族 か ら一 般 民
衆 まで 広 く恐 れ ら





そ れ は 「タタ リ」
とい うことで す 0
今 日 の 授 業 の
感 想 を ノ ー トに




この 絵 か ら分 か
つ た こ と 、不 思
議 に 思 っ た こ と
を言 い ましようロ
(資 料 :「春 日権








こ の 絵 か ら分 か
つ た こ と 、不 思
餓 鬼草 子
まだ生きているのに
議 に 思 っ た こ と
を 言 い ま しよう。





風 葬 とい う言 葉
化 野 念 仏 寺 (京 都 市 )
.こhl,こP*由●卓もrサ*ォ山■の
.■○*蝣*<さいヰ・DMBOM IK
を 知 っ て い ま す につけてtJ*れなL}皇 二つ三つやE"五つ十r:も鮎柵 どLJ
十小-■一Ⅰ■に・*Uて*上tL●
か (空 也 上 人 の こと■わ}●しきォ・サ>◆COかのみどり子の所作としてササa>石をhIJ■めこれにてt均の t;
言 葉 の 説 明 )0




貴 族 か ら 一 般
r*aォwi監Ml MM*手
民 衆 ま で 広 く恐
れ られ て い た こ
と は 何 で し よ う
か O 貴族から一般民衆まで広く恐れられていたことがあった
u n
そ れ は 「ケ ガ レ 」
とい うことで す 0
今 日 の 授 業 の
感 想 を ノー トに
書 い て お き ま し
ようロ
ケ ガ レ
-51-
12)
ケガレには大き
く3種類のケガ
レがあつたと言
われています。
死穣
血頼
産穣
13
ケガレの伝染に
ついて、当時は
延書式という法
で定めていたの
ケガレについて定めた延書式
.人が死んだ場合は30日間崇から出てはな
らないe
.子どもを産んだときは、7日間は家から出
てはならない。
.飼っている牛や馬が死んだら、5日間は
家を出てはならない。
です(説明)0 .ケガレは3回うつる。それ以上はうつらないも
(14
そのケガレをキ
ヨメる人たちが
いました(職能
民の説明)0
ケガレをキヨメる人々
鷺 MiH jjH-「?TW*j
ケガレを清める特別な力をもった人たちである
と畏(おそ)れられていた
(15
銀閣寺の美し
い庭園も河原
銀閣寺の美しい庭園
啓一4
者が造つたと言
われています0 .喝
、一,?、
.河原看親子三代rき阿弥」r小四劫」「又四郎」によって作成された。
(16
竜安寺の石庭
竜安寺の石庭
.白い砂にしかれた15
も河原者によっ
て作成されたと
の石。
.ところが、どこから見
貰芸ノミ.、temitfe鵬.、臓 謡て誓石しか見
言われていま
すロ
替 fcol静
(17
河原者の果たし
た役割につい 河原者の果たした役割
て、これから学
習を深めていき
ましよう0
について、みんなで考
えていきましよう0
本教材は,3時間扱いとして作成している。 (1)
(6)までを第1時. (7)-(ll)までを第2
時,(12)-(17)までを第3時と設定した。
どの時間にも実物資料を提示し,中世の社会にお
いて,大きな影響力のあった「タタリ・ケガレ」と
いった観念を具体的に捉えさせるよう配慮した。
第1時では,「北野天神縁起」より,菅原道真を探
させる活動を導入とした。 この絵に表されているの
は,菅原道真を追討した藤原時平,追討に協力した
三善清行,清行の子であり,後に道真を恐れ修行を
した三善清蔵である。 児童は,もちろんこの3人の
いずれかが菅原道真であろうと予想するだろう。 し
かし,道真は人間としてこの絵に表されているので
はなく,時平の耳から出ている呪いを持った蛇とし
て措かれている。 この絵から,当時の社会や人々が
「タクリ」に対する恐怖感を有していたことを,児
童が関心をもって捉えることができると考える。 そ
して,「道賢上人冥土記」の資料も重ねながら,当
時の社会が恐れていた「タタリ」について認識を深
めるよう留意した。
第2時では,「春日権現験記絵」や「餓鬼草子」
より,家の外に寝かされている病人,火をたいてお
まじないをする人々,別の器を使わされている様子
を捉えさせ,現在とは異なる死というケガレへの恐
怖を考えさせるように留意した0 そして,当時より
伝わる風葬の地について説明し,空也上人の言葉を
示した。これらから,当時の社会や人々が恐れてい
た「ケガレ」に対する恐怖感を,児童が関心をもっ
て捉えることができるようになるであろう。
第3時では,延喜式によって「死蔵・血積・産積」
の三積が定められたことを説明し,忌の日数や伝染
についても定められたことを示した。 そして,その
ケガレをキヨメる人々がおり,その人々が畏敬の念
をもって見られていたことを示した。 その存在とし
ての河原者について説明を加えた。 最後には,今後
の学習が一層深まるように,河原者が造ったとする
銀閣寺の庭園,竜安寺の石庭を提示して,関心が高
まるように留意した。
おわリに
本論では,まず,外川正明氏の学習プログラムの
意義を検討した。 第-節で述べたように,氏の学習
プログラムは,中世都市論や部落史研究の研究成果
を生かしながら,社会科の教科のカリキュラムに位
置づけている。社会科が社会認識を育てる教科であ
ることを踏まえ,学習プログラムが明確な意図のも
とに作成されていることを示した。
また,中野陸夫氏は部落史学習・人権学習への提
言として,6つの提言を行っているが,その中で
「教材は今日の部落史研究の成果を,正しく反映し
たものであること」,「それを特別史として切り離し
てしまうことなく日本全史のなかに正しく位置づけ
作成・使用すること」という指摘をしている12。 こ
れらの二点は重要な前提条件ともいうべきものであ
るが,外川氏の学習プログラムはこの二点を充分に
包含しているものといえるだろう。
次に,外川氏の中世における単元展開を分析し,
その有効性を検証した。 第二節にて述べてきたよう
に,氏の学習プログラムには,単元展開の視点とと
もに豊富な資料が用意されており,授業実践化を容
易にしている。 また,明確なねらいのもとに,学習
展開案が複数配列されていることも,授業者にとっ
ては授業設計を組みやすくなっていると考えられる。
最後に,氏の学習プログラムの導入部分に相当す
る中世職能民を事例とした教材開発を具体的に提示
した。児童が興味関心を持って学習を進行できるよ
うに,プレゼンテーションソフトを使用し,実物資
料を画像で示しながら導入ができるように留意した。
児童に,中世における社会や人々の考え,被差別民
衆の姿を生き生きと捉えさせるために,有効である
ことを明示した。
今後は,外川氏の学習プログラムを援用しながら,
導入部分のみならず他の展開においても,授業実践
レベルでの教材開発をしていくことを課題としたい。
[注]
1仁木宏『都市一前近代都市論の射程』(青木書店,
2002年),網野善彦・横井清『都市と職能民の活
動』(中央公論新社,2003年)などがある。
2網野注1前掲書,34-61頁。
3沖浦和光『「部落史」論争を読み解く一戦後思想
の流れの中で』(解放出版社. 2000年),畑中敏之
『「部落史」の終わり』(かもがわ出版,1995年),
寺木伸明『部落史の見方考え方』(解放出版社,
1989年)などがある。 また,「身分的周縁」研究
会を中心としたシリーズが吉川弘文館より出版さ
れている。
4鈴鹿市部落史作成委員会『部落史学習への誘い』
(鈴鹿市教育委員会,2001年),人権教育指導者用
152-
手引き編集委員会『気づく・学ぶ・広げる人権学
習:人権教育指導者用手引き』(和歌山県教育委
員会,2004年),鳥取県教育委員会人権同和教育
課『学習者の視点から学びを創る』(鳥取県教育
委員会,2003年),大阪府教育委貞会事務局教育
振興室地域教育振興課『人権に関する学習プログ
ラムとその展開part2』(大阪府教育委貞会,
2002年)などがある。
5外川正明『部落史に学ぶ:新たな見方・考え方に
たった学習の展開』(解放出版社,2001年),同
『部落史に学ぶ2:歴史と出会い未来を語る多様
な学習プラン』(解放出版社,2006年)がある。
6外川氏は,全国同和教育研究協議会の歴史や中野
陸夫氏の言葉にふれながら,社会認識(「社会を
見る力,社会をとらえる力」)の重要性を言及し
ている。 外川前掲書2,24-38頁。
7外川前掲書1,32頁。
8同上書,34-35頁。
9同上書,42頁を参照されたい。
10外川前掲書2,50頁を参照されたい。
11同上書,53頁を参照されたい。
12中野陸夫『人権・部落問題学習への提言』(明治
図書,1991年)98亘。
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